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2,367 1,893 2,114 1,672 2,201 1,718 6,682 68% 5,283

559 444 390 318 466 367 1,415 14% 1,129

157 141 135 118 159 143 451 5% 402

536 272 303 170 439 281 1,278 13% 723

3,619 2,750 2,942 2,278 3,265 2,509 9,826 100% 7,537

救  急  概  況

　本市の救急隊は、令和６年４月１日現在、３０隊が配置されております。（デイタイム救急隊含む）
　令和５年中の救急件数は８７,５９１件で、昨年に比べ２,８１８件の増加になりました。理由として、新
型コロナウイルス感染症の影響に加え、季節的要因で増加する熱中症や循環器系疾患等が影響したことが増
加した一因と考えられます。
　また、川崎署においては、川崎、大島、小田救急隊の３隊が配置され、出場件数は９,８２６件で昨年に比
べ２７件の減少となっています。
　川崎署１隊の平均出場件数は３,２７５件と市全体（２９隊）の３,０２０件と比較して２５５件多く、依
然として救急出場が多い地域になっています。

川崎署 川崎市
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隊 別 救 急 出 場 件 数

　令和５年中の川崎署救急隊３隊の出場を事故種別にみると、最も多いのは急病で６,６８２件
（全体の６８％、前年比増減なし）、次いで一般負傷、交通事故の順になります。

川崎救急隊 小田救急隊 大島救急隊　　　　隊名

事故種別

総 計

注：「その他」には、火災、転院搬送、運動競技、労働災害、加害、自損行為などが含まれます。
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